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(1) 

描9 5葉会だよリ
老

齢

者

医

療

費
琢
美

決;

十
二
月
定
例
会
は
、
十
二
月
十
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
八
日
間
と
決
め
閉
会
中
継
続
審
査
中
の
、
昭
和
五
十
六
年
度
甲
府
市

各
会
計
別
決
算
及
び
各
企
業
会
計
別
決
算
を
認
定
し
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
甲
府
市
老
令
者
医
療

費
助
成
金
支
給
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
等
六
件
、
一
般
会
計
等
補
正
予
算
七
件
、

そ
の
他

一
件
の
計
+
四
件
を
当
局
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、

機
員
提
案
に
よ
る
「
申
告
納
税
制
度
の
記
帳
義
務
法
制
化
反
対
に
関
す
る
意
見
書
」
等
、
二
件
の
意
見
容
の
提
出

を
決
め
、
十
二
月
十
七
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

十
二
月
定
例
会
は
、
九
月
定
一
認
定
二
件
に
つ
い
て
、
そ
の
審

一
リ
恕
定
い
た
し
ま

L
P、

例
会
か
ら
閉
会
中
の
継
続
審
査
一
査
経
過
と
結
果
が
、
決
算
特
別

一
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
、

と
な
っ
て
い
ま
し
た
、
昭
和
五
一
委
只
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
採
決

一
議
案
内
・
っ
ち
、
条
例
裟
は
、
老

土
ハ
年
度
の
各
会
叫
恥
別
決
"
の
一
の
結
巣
、
委
員
会
報
告
の
と
お
一
人
保
健
法
制
定
に
伴
ヲ
、
老
人

F¥号室

災
害
復
旧
資
等
一
他
所
改
造
資
金
貸
付
金
二
干
一
一
一

に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
.

一
べ

で
あ
り
ま
す
。
一
百
万
円
余
の
追
加
補
正
で
あ
リ
一
町
の
区
域
の
一
部
を
ホ
A

更
す
る

一

総
務

・
民
生

・
建
設
経
済

・

保
健
必
業
特
別
会
司
設
置
の
た
一
者
向
範
凶
を
知
大
し
て
、
こ
れ
公
益
杭
M
E
4
業
特
別
会
計
の
一
ま
す
。

一

た
め
の
案
件
で
あ
リ
ま
す
。

一
水
道
的
各
常
任
委
員
会
は
‘
十

め
の
「
中
附
目
立
川
会
計
条
例
一
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
た
め
一
補
正
は
.
ギ
実
的
廃
止
に
伴
う
一
農
業
共
治
事
業
会
計
の
補
正
一
一
六
日
に
そ
れ
ぞ
れ
聞
か
れ
、
そ

の
一
部
改
正
」

1;富
山
市

一
の

f
z
t
tu派泣

一
位
物
の
撤
去
工
者
の
追
加
一
一
二
は

呉
u
一
民
主
に
伴
ヲ
共
済
企

河

口

市

長

一
円
結
果
が
十
七
日
向
査
量

d
ト
M
M
M
日
間
約
百
間
一
一
M

M

P
休
日
一
川
山
下
問
M
M
A
…一一純一一山川町民日日
1

一
回
選
出
馬
を

一同
ι

ロ
リ
ド
片
品
目
討

金
支
給
条
例
の
一
部
改
正
」
、

一
校
内
山
崎
校
を
す
る
た
め
の
「
叩

一
保
健
法
ぬ
刊
に
伴
つ
療
養
給
付

一

ま
た
、
今
回
新
た
に
二
月
一
一

宮

夜

間

列

一
長
の
報
告
の
と
お
り
、
全
頁
異

医
療
伐
の
助
成
を
行
つ
防
当
者

一山
川
市
市
立
が
校
設
百
条
例
的
二
代
等
の
不
問
削
仙
の
一
民
正
等
を
行
一
日
か
ら
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
主
一

it
-
-設な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
い

の
範
囲
の
拡
大
と
陣
取
署
が
支

一部
改
正
」
で
あ
リ
ま
す
。

一

つ

も

の

で

す

。

一

っ

た
、
老
人
保
健
卒
業
特
別
会

一

な
お
、
市
長
提
案
理
由
の
説
一
た
し
ま
し
た
。

払
う

一
部
負
仰
の
助
成
等
を
行

一

ま
た
、
一
般
会
付
補
正
予
判
一
交
辿
災
害
共
泊
中
業
特
別
会
一
計
予
算
は
、
老
人
保
健
法
地
'
作
一
明
の
あ
と
、
河
口
市
長
か
ら
、
一
最
終
日
に
は
、

「
申
告
納
税

ヲ
た
め
の
「
叩
山
川
市
重
度
、
骨
身
一
は
、
一二
信
九

F
h二一
十
問
万
』
一
社
内
補
正
は
、
交
通
災
い
札
口
共
~
同

一
に
伴
う
、
医
療
時
給
付
刊
の
所
一
本
年
四
月
に
執
行
さ
れ
る
甲
府

一
制
皮
肉
記
帳
義
務
法
制
化
反
対

障
害
者
医
療
代
助
成
金
支
給
条
一
千
円
の
追
加
史
正
を
す
る
も
の
一
H

兄
妹
金
支
払
続
行
七
百
五
十
八

一
安
級
三
億
四
千
五
百
八
十
四
万
一
市
長
選
挙
に
、
四
た
び
立
候
補

一
に
関
す
る
意
見
醤
」
と
「
旧
軍

例
の
一
部
改
正
」
、
保
険
料
の
一
で
、
そ
の
王
な
も
の
は
、
主
人
一
万
円
の
追
加
、
下
水
道
事
業
特
一
一
千
円
を
計
上
す
る
も
の
で
あ
一
す
る
こ
と
の
表
明
が
さ
れ
ま
し

一
人
軍
属
恩
給
欠
格
者
救
済
に
関

賦
謀
総
制
止
び
過
料
の
舶
を
改
一
保
健
事
業
特
別
会

A
へ

の

松

山

一

別

会

計

の

補

正

は

図

的

補

助

半

一

リ

ま

す

。

一

h~

一
す
る
意
見
世
」
の
二
件
が‘

議

定
す
る
た
め
の
寸
叩
附
直
国
民
一
金
や
歳
末
級
助
作
、
昨
芥
処
理
一
業
伐
の
父
付
決
定
に
伴
う
、
公
一
な
お
、
そ
の
他
の
案
件
一
件
一
ま
た
、
議
案
に
対
す
る
質
疑

一
員
提
案
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
.

他
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
へ

一
喝
炉
の
補
修
工
必
代
.
道
路
焔

一
共
下
水
道
総
芯
代
等
の
二
億
-
八

一
は
、
市
町
の
境
界
表
質
に
よ
っ
一
と
市
政
一
般
質
問
は
、
十
三
日

一
い
ず
れ
も
全
員

一
致
を
も
っ
て

ま
た
家
庭
奉
仕

μの
派
泣
対
象

一
リ
ょ
ヲ
山
口
止
ひ
良
林
業
施
設
の

一
千
二

μ万
円
余
円
減
傾
と
水
洗
一
て
、
昭
和
町
の
一
部
が
甲
府
市
一
か
ら
十
五
日
ま
で
の
=
百
聞
に
一
内
問
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
各

わ
た
リ
行
わ
れ
、
老
齢
者
医
擦
一
関
係
機
関
に
徒
出
す
る
こ
と
を

等
老
人
福
祉
や
区
画
絞
理
事
業
一
決
的
、
十
二
月
定
例
会
を
閉
会

等
の
重
要
問
題
を
と
り
上
げ
て
、
一
い
た
し
ま
し
十
、

活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
ま
し
-

畠
富
曹
皐
@
偽
善
畠
@皐
事
官
。
曹
@
曹

az----・畠
z
，a・

@
畠
@
畠
@
畠
・

市
営
火
葬
場
改
築

主
円
当
弐
刀
尽

h
リ
レ
ざ
す
H
H
d
t

へ

三
ロ
霊
安
す
在
却
を
一口
刊
。

こ
の
よ
う
な
状
汎
に
あ
り
ま
叩
府
駅
並
び
に
駅
周
辺
笹
備

す
が
、
中
山
川
市
で
は
市
民
的
皆
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
リ
ま

係
の
岐
か
い
ご
協
力
と
ご
支
閉
山
し
た
。

に
よ
り
ま
し
て
、
川
年
は
南
凶
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

;

市

議

会

議

以

中

西

都

山

氏

セ

ン

タ

ー

μ川
市
民
も
こ
れ
芸
耐
す
る
諸
問

叩

府

市

議

会

川

設

以

伊

藤

常

会

館

火

葬

場

及

び

不

燃

化

題

に

つ

き

ま

し

て

、

残

さ

れ

-

{

一i

r
l

対
策
と
し
て
の
小
中
川
f
校
校
合
た
任
期
は
わ
ず
か
で
は
あ
り

.，

L
上
げ
ま
す
。

改
築
等
、
市
民
の
皆
絡
に
ご
利
ま
す
が
、
市
民
的
皆
憾
の
す
U

陶・

rJf

J
長
き
て
近
年
、
世
界
的
と
も
い
川
を
い
た
だ
く
、
?
の
警
向
を
十
分
路
ま
え
、
執
行
機

i

お

em
フ
ベ
き
不
況
に
よ
リ
ま
し
て
、
円
建
設
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
闘
と
の
述
撲
の
も
と
に
、
解

E司
園
田
司

叶

内
外
の
情
勢
は
き

わ

め

て

厳

し

ま

し

「

可

決

に
あ
た
っ
て
ま
い
る
話

可

広

い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
川
年
土
月
に
は
で
あ
リ
ま
す
の
で
、
今
後
と
」
l

一
月
臨
時
会
は
、
±
月
一
た
と
こ
ろ
、
委
員
か
ら
、
円
炭

F

:

副
に
お
き
ま
し
て
は
、
行
政
作
望
的
中
央
道
的
山
総
が
全
線
も
絡
段
の
ご
J
A
阪

と

ご

協

力

八

H
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
一
慌
の
位
置
に
つ
い
て
舟
与
を
要

、E
司

F
d、
.
，

制

改

革

の
惟
泣
と
財
政
の
併
住
に
開
通
し
・
新
し
い
時
代
へ
の
対
を
山
町
わ
リ
ま
す
よ
っ
お
馴
い
山
H
M
ケ
句
‘
叩
的
市
市
営
火
一
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
む
見

同

開

ιwv
e刷
取
り
組
ん
で
わ
ね
り
ま
す
が
‘
川
正
が
辿
ら
れ
る
と
と
も
に
、
本
申
し
」
げ
ま
す
と
と
も
に
、
者
改
築
の
た
め
の
補
正
子
主

L
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の

，‘
，、1・
・
司

刊

の
此
入
欠
陥
は
い
き
お
い
地
卜H

4
ニ
ハ
に
は
川
γ
附
駅
近
代
化
皆
憾
の
ご
位
脱
と
ご
多
'
平
を
北
び
叩
附
市
巾
出
火
緋
場
改
築
一
結
果
全
日以
提
訴
主
〈
可
決
し
、

司

d

財
政
に
も

μ刊
し
、
本
山
に
お
に
伴
、
っ
駅
合
改
良
ー
が
の
杭
正
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ

ま

す

工

4
(也
築
主
体
造
成
工
事
ニ
同
H
臨
時
会
を
閉
会
し
ま
し
h
J・。

新
春
を
迎
え
市
民
の
皆
川
仰
い
て
も
川
町
し
い
刈
応
を
迫
ら
れ
か
，

T'止
さ

れ

、

附

和

』

ハ

イ

一

年

す

。

二

H
川
白
川
契
約
肉
料
利
に
つ
い
て
の
一
な
お
、
市
武
火
山
神
場
改
築
は
、

一
に
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
中
て
お
リ
ま
す
。

に
川
町
さ
れ
る
川
体
に
陥
ぇ
.

一
一
二
円
が
付
議
さ
れ
‘
民
生
岳
民
一
昭
和
由

4
九
年
凶
月
一
-
7
寸
日
に

一}
)
)
)
}
)
)
1
)
)
1
)
1
1
l
i
i
)
'
1
4
1
j
a

]

}

J

'

i

1

1

)

)

)

)

}

)

i

l

い
一
会
に
お
い
て
、
制
亘
に
長
丘
し
一
完
成
町
一

T
Kで
あ
り
ま
す
。

新らしい年を迎え発展をつづける甲府市

し

年
を
迎

て

八久ぷ
12月定例会

.12月定例会日程・

12月10日 開会、提案理由の説明

決算審査特別委員会報告

11日-12日 議案調査のため休会

13日-14日 本会議

質疑及び市政一般質問

本会議

質疑及び市政一般質問

各委員会付託

各常任委員会

本会議

各常任委員会報告、閉会

傍諒
冨冨'，%3>'

'じき
ま
し
よ

う

.紙面あんない・

1頁 議会慨要ほか

2頁 一般質問ほか

3頁 11

4頁 委員会の審査状況はか

16日

17日

15日

ー

十
一
月
臨
時
会

l



ま
た
、
来
年
度
は
、
歳
出
面
一
待
で
き
な
い
た
め
、
歳
出
と
の

で
は
各
何
大
刑
事
業
が
ピ
ク

一
結
合
を
図
る
た
め
に
は
、
財
政

に
遣
す
る
時
期
と
亙
主
る
の
で
」
制
酬
が
基
金
の
取
り
く
ず
し
も
や
一

変
則
で
の
仰
ひ
は
あ
ま
リ
則
一
む
を

2
い
与
え
て
い
る
。
一

市
立
病
院

了

経
営
の
見
通
し

一

閉

山

止
病
院
の
今
年
度
収
一
ま
た
、
h
J
l
八
午
戊
は
茶
畑
一

立
と
米
年
伎
の
刊
見
通
し
止
び
移

一の
引
き
下
げ
、

-
Hけ
か
ら
の
凶
一

K
A酬
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
一
立
山
製
医
人
附
脳
病
院
の
州
民

一

答
今
年
皮
収
支
の日比
7

必
し
一
等
、
病
院
を
と
リ
ま
く
応
涜
は
一

に
つ
い
て
は
、
ー
半
期
的
現
状
一
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る

一

を
み
る
と
人
院
世
何
で
二
、
一
が
、
何
と
か
こ
れ
に
付
応
す
べ
一

六
二
六
人
外
米
忠
行
で
約
六
一
く
れ
剣
に
バ
ぷ
を
か
さ
ね
る
と

一

O
O人
ほ
ど

m加
し
て
い
る
が
」
と
も
に
、
可
能
主
限
り
の
千
だ

一

五
|
六
年
六
川
の
医
彬
代
改
定
一
て
を
つ
く
し
、

山広引
の
減
少
を
一

に
よ
リ
、
出
世
者
の

m加
し
た
川
一
く
い
と
め
、
続
，
'
V
け
の
紺
叫
刊
が
で
一

一
い
て
は
、
行
政
目
的

・
効
来
一
に
は
、
沿
線
収
入
の
伸
び
が
少
一
き
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
き
た

一
だ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
適
当
一
級
所
等
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

新

年

度

予

算

編

成

の

一

与

m

開
封
す
れ
れ

H
Eぃ

f
f病

院

は

昭

一

刊

誌

心

品

川

一

日

立

立

叫

っ

く

り

に

基
本
姿
勢
は
一
日
十
1
5
jリ
十
日
自
社
γ
一日
ι
刊
は
は
刊
誌
は
M
H
U
いいれれ一
0
冠
婚
葬
祭
。

一

:

'

!

一
以
上
町
諸
占
、
に
つ
い
て
は
、
一
さ
ら
に
薬
価
の
引
き
下
げ
が
行
一
泊
し
て
い
る
た
め
在
杓
化
が
め
一
汁
し
て
い
き
た
い
。

一

お

付

き

合

い

の

問
固
め
行
財
政
の
実
態
か

一

し
か
し
、

E
民
体
育
大
会

一

止
等
に
よ
る
市
単
事
業
へ
の
一
特
に
留
意
を
し
て
予
算
編
成
を
一
わ
れ
る
こ
と
に
主
っ
た

た

め

、

一

一

句
交
付
税
の
削
減
ま
た
構
造

一
甲
府
駅
近
北
化
下
水
道
卒
業
一
目
が
わ
り
は
一
切
認
め
な
い
で
て
い
き
た
い
。
一
こ
れ
が
ど
?
っ
に
経
営
に
と
駅
前

再

開

発

・

駅

ビ

ル

入

居

一

見

直

し

を

F
-
不
況
の
中
で
の
税
収
不
足
が
必

一・

防

r
E守
内
主
要
豆

43
一
一

一

既

定

的

事

務

事

業

に

つ

い

一

主

土

、

使

用

料

手

数

料

等

一

閉

口

し

て

く

る

か

不

安

で

あ

る

。

一

一

問

中

府

市

民

的

1

お
付
き

三

至
の
な
か
で
地
方
向
時
代
に

一推

進

の

た

め

に

は

よ

り

一

旦

て

も

新

た

な

見

学

全

面

一

コ

ス

ト

に

み

あ

っ

た

負

担

に

つ

一

い

ず

れ

に

し

て

も

前

年

並

一

対

策

は

一

合

い

」
は
派
手
だ
と
い
わ
れ
て

i
‘
一
む
け
て
、
昭
和
五
十
八
年
度
予

一
の
財
源
の
位
保
に
努
め
な
が
ら
一
的
に
見
直
し
、
勇
断
を
も
こ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
一
み
の
収
支
決
幻
が
で
き
る

4
っ

一

一

い

る

が

新

生

活

巡

動

を

よ

り

議
一
算
編
成
町
基
本
方
針
を
伺
い
た

一
そ
の
重
占
的
、

効
率
的
な
配
分
一
て
整
理
統
合
を
行
う
。

一
見
直
し
を
行
っ
た
が
、
さ
ら
に
一
な
努
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
一
問

駅
，
川
西
側
の
再
開
発
止
一
世
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
尚
一
推
進
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。一

一
ぃ。

一
と
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
一
三
、
単
独
補
助
・
物
件
費
に
つ
↑
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。
一
る
。

一
び
駅
前
広
場
内
特
例
並
び
に
駅

一荒川
刷
幣
に
ぷ
大
限
の
努
力
を
し
一
答
自
治
会
連
合
会
は
か
七
一

市

一

答

昭
和
五
十
八
年
度
は
、
て
を
行
い
、
基
本
的
に
は
、

一

L

d

p

L

，

一

ビ
ル
へ
の
地
E
企
業
入
射
に
対
一
て
い
き
た
い
。

一

回
祭
器
ま
な
り
、
市
内
一

」

今
日
の
不
況
の
な
か
で
交
付
税
一
一
特
定
財
源
車
つ
幸
は
一

市

民

総

ガ

イ

ド

運

動

と

一

す
る
指
導
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
一
駅
前
広
場
の
誌
に
つ
い
て

一円
県
団
体
参
加
の
も
と
に
一
言
左
衛
門

府一
汗
訪
れ
十
刊
行
一
時
九
時
間
一
ー

j

選
手
強
)
化
策
一
発
日
当
日
比
日
一山
に叫リリ
M
d
M
γ
M
M

一MM
M
U

ドド即日開

甲
一

況
に
あ
る
・

7
5、
国
県
内
制
度
内
廃

一

口

昭

和

六

十

一

年

山

梨

国

体

口
一
こ
の
農
民
災
復
興
土
地
区
一
に
つ
く
る
主
つ
国
鉄
に
要
約
し
、
一
足
を
し
て
市
民
の
協
力
を
件

一
回
務
理
事
業
に
よ
り
一
応
部
市
一
験
対
し
て
い
る
。

一
な
が
ら
こ
の
辺
両
を
展
開
し
て

問
国
体
へ
向
け
て
、
市
民
一
運
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
↓
野
で
努
力
し
て
お
り
、
昭
和
五
一
基
盤
は
務
倫
消
み
で
あ
る
。
一
ま
た
駐
輪
場
の
場
所
等
に

一
き
た
。

総
参
加
に
よ
る
盛
り
あ
が
り
対
一
子
供
か
ら
お
と
な
ま
で
市
民
二
十
六
年
に
甲
府
+
害
少
年
選
工
そ
こ
で
、
駅
前
再
開
発
は
住

一つ

い
て
は
、
駅
ビ
ル
等
内
予
備
一
し
か
し
、
現
状
で
は
発
足
当

策
と
、
市
雲
仙
ガ
イ
ド
運
動
向
一
人
一
役
と
い
っ
た
形
で
の
市
民
一
強
化
対
主
査
会
を
発
足
さ
せ
↓
民
、
玉
専
の
組
合
地
行
問
え
の
事
業

一
計
画
を
ま
っ
て
広
告
品
計
画
一
時
的
運
動
目
僚
と
は
か
け
離
れ

展
開
及
び
選
革
会
化
策
に
つ
い
一
総
参
加
体
制
が
必
要
と
な
る
わ
一
一
、
優
秀
選
手
の
発
掘
と
強
化
一
が
適
す
る
の
で
、
そ
の
ヲ
え
に

一
を
作
成
し
、
そ
の
中
で
牧
討
し
一
た
実
態
に
あ
る
。

て
聞
き
た
い
。
一
け
で
、
本
市
町
都
市
像
で
あ
る
一
二
、
指
斗
者
の
確
保
一
立
ち
指
得
し
て
い
る
。

一

て

い
き
た
い
。

一
さ
き
に
、
甲
府
市
と
中
府
市

答
昨
年
の
六
十
一
年
山
梨
一

「
う
る
お
い
の
心
で
結
ぶ
私
た
一
三
、
選
手
強
化
的
条
件
整
備
一
地
元
住
民
は
再
開
発
に
つ
い
一
な
お
、
北
口
に
つ
い
て
は
、
一
消
資
者
協
会
が
行
っ
た
「
お
付

国
体
正
式
内
定
を
契
機
に
、

国
一
ち
の
ま
ち
甲
府
」
の
実
現
に
も
一
等
を
目
的
と
し
て
、
長
技
団

一
て
、
先
進
部
市
の
視
察
を
す
る
一
国
鉄
用
地
三
二

O
平
方
メ
ト
一
き
合
い
に
関
す
る
な
識
調
査
」

体
準
備
も
い
よ
い
よ
本
格
化
し
一
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
一
体
、
小

・
中
体
連
を
通
じ
選
手

一
等
研
究
を
重
ね
て
い
る
が
、

一
ル
の
借
用
が
近
く
内
定
す
る
こ

一の
結
果
で
も
、
市
民
が
生
活
問

て
き
h
J、

一

て

い

る

。

一
強
化
に
努
め
て
い
る
。
一
段
近
駅
前
西
側
の
一
部
内
地
域

一
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
正
式
一
家
化
を
大
い
に
望
ん
で
い
る
こ

全
国
か
ら
の
選
手
・
監
督
を

一

ま
た
、
選
手
強
化
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目
別
川

j眠

昭
和
五
十
七
年
十
二
月

定

例

会

質

問

要

旨

氏

t， 

会

一
般
質
問
は
十
二
月
十
三
日
か
竺
ニ
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
八
氏
が
吾
党
派
を
代
表
し
て
老
人

医
療
費

一
部
負
担
導
入
へ
の
対
応
・
新
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
駅
前
再
開
発
・
区
商
整
理
事
業

等
当
直
す
る
市
政
の
問
題
点
を
と
り
あ
げ
、
活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

|凋
回

修

一
日
本
共
産
党

T
別
た
け
る
一
新
政
ク
ラ
フ

出

向

稚

展

一

政

相

会

岡

伸

一
日
本
社
会
党

市
民
ク
ラ
ブ

早
川

光

図

一
公
明

党

早

川

武

男

一

政

友

会

白
井
成
夫
一
公
正
ク
ラ
ブ

n 
q
u
v
 

f
 
要

旨

一山
以
内
政
市
長
勢
に
つ
い
て

一主
人
医
殺
打
料
化
と
悩
祉
付
帯

に
つ
い
て

一
大
引
院
の
出
府
組
制
に
つ
い
て

一
反
面
的
和
理
事
主
と
市
民
対
応
に

つ
い
て

一
選
挙
の
公
営
化
に
つ
い
て

一公
務
以
と
選
挙
辿
動
に
つ
い
て

一
区
画
幣
理
事
主
に
つ
い
て

一新
生
活
運
動
向
推
進
に
つ
い
て

一
市
長
町
政
治
安
勢
に
つ
い
て

一
区
削
指
理
単
車
に
つ
い
て

一
市
民
の
政
治
姿
勢

(
行
革

・五

寸
八
年
度
子
界

・
地
方
向
時
代
)

に
つ
い
て

一
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て

一
悩
祉
(
正
人
保
健
法

・国
際
障

害
者
年
同
今
後
)
に
つ
い
て

一
同
体
関
係
と
南
玄
関
開
発
に
つ

いて
一
姉
妹
都
市
に
つ
い
て

一
五
十
八
隼
昨
は
予
卦
編
成
に
つ
い

て
一町民
光
ル
ト
に
つ
い
て

一東
部
開
発
に
つ
い
て

一
人
勧
に
つ
い
て

一
束
中
学
健
ク
ラ
ン
ド
の
確
保
に

つ
い
て

一
市
史
緬
さ
ん
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

一松
く
い
虫
防
除
対
策
に
つ
い
て

一
せ
き
柱
側
湾
症
の
第
三
次
検

訟
に
つ
い
て

一
交
鴻
火
杏
共
済
制
度
に
つ
い
て

一、中
央
退
会
議
開
通
に
伴
、
ヲ
広
域

観
光
に
つ
い
て

一
昭
和
五
十
八
年
度
千
算
編
成
に

つ
い
て

一
駅
近
代
化
に
伴
ヲ
周
辺
監
備
卒

業
に
つ
い
て

一
国
民
体
育
大
会
対
策
に
つ
い
て

一
人
事
院
勧
告
泊
叩
結
解
除
に
つ
い

て
一
交
通
対
策
に
つ
い
て

一河
口
市
政
三
期
的
評
価
に
つ
い

て
一行
財
政
改
革
に
つ
い
て

一
人
勧
実
施
に
つ
い
て



五
パ
セ
ン
ト
ム
口
で
計
画
寸
量

一補
償
を
十
分
考
泊
し
て
い
き
た
い
。一

ら
に
H

判
官
検
診
を
必
要
と
す
る

一
き
き
た
い
。

一

に

切
り
叫
甘
え
、
組
織
や
予
斜
め
一
ょ
う
主
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
一
範
囲
を
拡
大
し
た
も
何
で
、
五

・
・
・
・
・
・
・
・
・

ι
3

、-z、=
軍
民
国
国
主
・
・
・
・
・
・
・
・
・

一
し
、
さ
ら
こ
最
終
で
ま
、
県
町

一

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
者
に
対
し
て
は
、
国
公
立
の
専

一

答

市
史
編
さ
ん
に
つ
い
て
一
而
で
事
業
推
進
に
支
障
の
な
い
一
い
。

一
十
八
年
一
月
か
句
実
施
を
す
る
e

f--・
・
・
・
・

L
回

F』

t

、Z六
園
晶
拘
恒
国

4
E
E『
・
・
・
・
・
・
・
・
・

一

I

l

-

-

一

一

一

一

s・l
・-
-
4
ノ
E
男

aFla--
... 
一
日
間
仕
立
。
百
九
日
訪
れ
主
強
引
い
υ
計

一主
主
許
認
一

家
庭
奉
仕
員
派
遣

一いいド諸問引い

-
R
vミ
ヨ

-

富

子

、

、

ヮ

ォ

ニ

コ

一

い

る

。

一

る

た

め

・

現

在

モ

デ

ル

主

主

に

第

三

次

検

診

を

行

っ

て

い

る
。一

者

向

慢

で

準

備

委

只

会

長

一

一

去

、

課

税

世

帯

に

つ

い

て

は

一
音
重
担
護
F
F
0
4
X尻

一
過
小
戸
車
内
取
扱
い
は
」
ハ
一

Z中
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
一
塁
結
果
に
つ
い
て
は
要
一
世
し
す
で
に
数
回
に
わ
た
り
一

〔

制

度

の

主

な

改

正

点

は

〕

一
負
語
力
に
応
じ
て
有
料
に
な

一
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
宅
一
で
き
次
第
さ
ら
に
住
民
と
の
コ
一
治
療
者
、
定
期
的
経
過
観
察
者
、
一
委
員
会
、
専
門
部
会
が
開
催
さ
一
一
る
が
制
皮
肉
改
正
に
よ
り
公

問

老
人
保
健
法
施
行
に
伴
一
円
救
済
措
置
と
し
て
‘
医
療
費
一
の
中
で
痴
ほ
っ
症
の
問
題
、
あ
一
地
は
無
減
歩
と
し
、
教
済
す
る
一
ン
セ
ン
サ
ス
手
持
る
た
め
対
話
一
白
山
申
世
勢
に
つ
い
て
注
意
す
る

一
れ
、
編
さ
ん
計
画
的
検
討
が
進
一

間

家
庭
奉
仕
貝
制
反
の
改
一
も
夫
婦
共
働
き
の
世
帯
が
増
え
一
平
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
広
〈
提

-
っ
一
部
負
拍
目
的
導
入
は
福
祉
の
一
の
一
部
負
担
が
困
維
な
老
人
に
一
る
い
は
、
友
愛
制
民
的
問
題
等
、
一
考
え
で
計
画
を
し
て
、
最
終
努

一
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

一

者
、
正
常
者
等
に
医
療
区
分
し
、
一
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。一

正
に
よ
リ
、
所
得
の
あ
る
世
帯
一
て
い
る
。

一

供
で
さ
る
こ
と
と
な
る
e

一
後
退
に
は
な
ら
な
い
か
。

一
対
し
て
の
助
成
を
行
っ
て
い
一
各
極
的
本
市
独
自
の
施
策
的
推
一
力
目
偲
と
し
て
は
九
十
九
平
方

一

ま
た
、
こ
れ
に
伴
つ
住
民
負

一
指
導
事
項
を
含
め
て
医
師
な
ら

一

計
商
で
は
‘
発
刊
続
税
は
全

一
へ
の
派
遣
が
で
き
る

4
つ
に
な
一
ま
た
‘
介
護
者
が
病
気
に
な
一
今
後
は
、
派
遺
対
象
範
閉
め

一

ま
た
、
こ
れ
に
対
す
る
対
応
一
く
が
そ
の
場
合
的
対
草
者
に
一
進
を
は
か
り
、
総
合
同
前
祉
の
推
一
メ
ー
ト
ル
以
下
町
救
済
を
倹
討
、
一
組
ー
を
少
し
で
も
減
少
さ
せ
る
た

一
ぴ
に
教
育
委
只
会
か
ら
、
学
校
、
一
巻
十
三
巻
に
な
る

Zで
、
内

一
っ
て
い
る
が
、
そ
の
考
え
方
を
一
っ
て
し
事
フ
場
合
等
‘
福
祉
サ
一
位
大
に
伴
い
対
豊
島
実
態
調

一日
曜
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

一

つ
い
て
は
、
一
部
負
担
金
的
支
一
進
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
。
一

F
6し
て
い
き
た
い

F

一
的
、
国
庫
補
助

ρぷ
の
枠
の
拡

一
保
護
者
に
伝
え
治
療
の
た
め

一容
的
に
は
、
先
史
時
代
か
ら
現

一

伺

い

た

い

。

一

|
ピ
ス
に
対
す
る
必
要
性
は
所
一
査
を
表
咽
し
、
事
業
内
容
の
定

一

答

老
人
医
療
費
助
成
制
度
一
払
い
が
困
難
な
者
、
あ
る
い
は
、
一
ま
た
、
こ
の
制
度
の
改
正
に

一

家
崖
移
転
補
償
の
取
級
い
は
‘
一
大
と
補
助
率
的
噌
加
等
を
、
国

一の
指
導
主
打
っ
て
い
る
。

一

代

ま

で
の
叩
府
市
町
あ
印
み
を

一

答

略
行
の
派
遣
制
度
は
所
一
得
税
課
鋭
世
幣
で
も
共
通
し
て
一
着
を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭
奉

一
に
つ
い
て
は
、
市
政
の
重
古
川
施
一
世
帯
等
が
対
象
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
い
て
は
‘
多
く
の
団
体
か
ら
一
従
前
の
機
能
を
失
し
な
い
主
つ
一
県
に
字
、
働
き
か
け
て
い
る
。
一
ま
た
、
早
期
発
見
体
制
を
政
一
記
述
す
る
も
の
で
・
史
料
編
七
一
件
続
非
課
悦
世
帯
の
ね
た
き
リ

一
認
め
句
れ
る
た
め
、
今
回
、
固
め
一
仕
員
の
地
貝
に
つ
い
て
も
検
討

一策
と
し
て
昭
和
四
十
九
年
度
か
一
内
容
に
つ
い
て
、
実
施
要
綱
を

一
要
望
が
あ
っ
た
の
で
、
杢
別
に
一

一
え
る
た
め
に
、
各
学
校
に
レ
ベ

一
巻
会
具
備
し
た
本
他
的
な
通
史
一
老
人
及
び
障
害
者
を
対
象
と
し

一
要
綱
的
改
正
に
あ
わ
せ
、
所
得
一
を
し
て
い
き
た
い
。

一
生
ハ
十
五
才
以
上
向
量
料
化
を
一
望
書
中
で
あ
え

一
各
自
体
的
了
解
を
す
と
と
一

第

三

次

検

診

一
ル
コ
ノ
パ
ス
を
備
え
日
常
に
お
一
に
す
る
詰
で
あ
る
@
一
て
い
る
が
最
近
一
般
世
帯
で
一
税
課
税
世
帯
に
対
し
て
も
派
遣
一

一
実
施
L
・

お

年

寄

が

安

心

し

て

一

こ

の

ほ
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健

事
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一
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に
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市
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委
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会

の

意
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を

一

一

け
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観

察

指
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一

昭

和

五

十

五
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五

寸

六

年

度

一

一
昭
和
六
十
六
年
を
も
っ
て
完
了
一
川

ll

り
一

し
か
し
現
段
階
に
お
け
る
一

日

区

画

整

理

事

業

H

一
治
療
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
一
は
第
二
次
き
ま
で
露
を
一

市

史

編

さ

ん

の

一

1
2に
な
っ
て
い
る
。

可

十

一一

2
2
5
3
2
1七
日
に
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二
件

の

意

見

予

告

を

さ

よ
一

段

抗

日

刊
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間

現

在
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奔
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E
一
円
問
題
を
少
な
く
す
る
た
め
、
一
間
勺
ド
柱
側
わ
ん
症
の
検

一
し
れ
れ
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ソ
に
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い
て
も
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に
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一
九
月
定
例
会
に
お
い
て
閉
会
中
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
昭
和

時
五
十
六
年
度
甲
府
市
各
会
計
別
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
及
び
昭
和
五

…
十
六
年
度
甲
府
市
各
企
業
会
計
別
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
の

一
一実
に

叩
つ
い
て
、
十

一
月
十
六
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
間
六
日
間
に
わ
た
り

即
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

…
そ
の
結
果
、
甲
府
市
各
会
計
別
決
算
の
ヲ
ち
、

一
般
会
計
決
算
、

下

叫
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
亙
ぴ
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

叩
決
算
の
三
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
多
数
を
も
っ
て
、
他
の
各
特
別
会
計

…
決
算
並
び
に
各
企
業
会
計
別
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全

…
員
異
議
な
〈
当
局
原
案
の
と
お
り
認
定
い
た
し
ま
し
た
。

即
審
査
の
主
一
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

順
調
に
進
行
し
な
い
の
は
何
か
一
工
事
件
数
は
一
、
二
五
O
件
で
一
見
直
し
な
ず
句
、
純白
H
側
々
の
-
し
、
ニ
の
際
徹
底
的
な
見
也
し
一
市
尽
柏
祉
の
向
上
に
努
め
る
-
こ
こ
え

問
題
点
が
あ
る
と
思
つ
の
で
、
一
新
負
工
事
額
は
概
算
一
三
O
億

一
意
識
の
改
革
を
行
っ
て
い
る
。
一
を
行

い

財

政

運

営

的

効

率

化

一

と

可

一

O
社
会
体
育
的
振
興
に
つ
い

今
後
打
開
策
を
十
分
検
討
し
、
一
円
と
い
う
膨
大
な
経
費
で
あ
る
一
ま
た
、
山
梨
医
科
大
学
付
属
一
を
図
る
こ
と
。
一

O
今
後
円
林
業
行
政
に
つ
い
一
て
、
学
校
施
設
を
社
会
体
育
に

住
民
一
人
一
人
が
納
得
す
る
街
一
め
で
、
監
査
委
員
の
執
行
姿
勢
一
病
院
開
設
に
対
応
し
て
向
皮
区
一

O

組
紘
機
怖
の
簡
素
化
に
つ
一
て
、
経
済
性
の
追
求
だ
け
で
は
一
活
用
で
き
る
よ
う
艶
備
し
て
そ

づ
く
リ
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。
一
を
厳
し
く
貨
ぬ
い
て
ほ
し
い
。
一
療
ふ
一進
め
る
た
め
の
設
備
の
充

一
い
て
‘
閣
に
お
い
て
も
行
政
改
一
な
く
、
本
市
町
将
来
展
望
に
た
一
の
有
効
活
用
を
図
リ
、
ま
た
管

O
老
人
医
療
費
助
成
制
度
一

O

生
活
関
連
道
路
町
舗
装
一
尖
を
図
リ
、
市
民
か
ん
い
刺
さ
一
舶
が
叫
ば
れ
て
い
る
折
か
ら
、
一
ち
森
林
資
源
確
保
と
水
源
浦
義
一
理
指
導
員
を
増
員
し
管
理
の
万

は
老
人
福
祉
の
中
心
課
題
で
あ
一
は
非
常
に
好
評
で
市
民
に
喜
ば

一
れ
事
は
れ
る
地
域
限
療
を
め
ざ
一
早
急
に
組
織
・
機
構
の
再
出
検
一
林
と
い
う
両
聞
か
ら
、
自
然
を
一
全
を
期
す
る
こ
え

っ
て
、
殺
っ
て
は
な
ら
な
い
問
一
れ
て
い
る
が
、
実
施
以
来
す
て
一
し
た
い
・
一
を
行
い
、
五
十
八
年
皮
に
は
具
一
守
り
災
害
に
強
い
広
葉
樹
を
検
一

題
で
あ
る
の
で
、
重
大
な
決
意
一
に
相
当
の
年
数
を
経
7
き
て
い

一

次
に
、
詐
査
の
結
果
長
以
か

一
体
的
な
附
紫
合
理
化
を
図
リ
、
一
討
し
、
林
業
振
興
に
対
処
す
る
一

E
'
Kぎ
!

臥

ジ

を
も
っ
て
対
処
し
て
は
し
い
。
一
る
の
で
、
こ
の
辺
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初
に
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嬰
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窓
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は
次
一

aa--E町
田

E
E
E
E
ESE
m--

一
的
別

4
週

明

、

利

ur

k
刊
誌
れ
わ
れ
に
は
刊
誌
滝
川
一
ω
と
れ
れ
川
?
を
一

身

d
圃
盟
国
一
i
A明楓
wゆ
ω

1
I
l
l
i
-
-
t
i
l
l
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-ー

一
的
年
対
比
で
上
訴
し
て
い
る
が
、
一

・

:

g
E
-聞
園

・

・

2
E
一

ι
I
b為
L
l
dリ

zr
三
正

一
収
入
未
消
税
不
納
欠
釧
傾
は

一

•

. 
一

訓
幽
・
・
圃
・
司
岨
四
ι
・
・
一
・
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
っ

名

会

一

割

引

制

B
署

・

査

一
部
し
て
い
る
の
で
回
圭
一
財

一

イ

一

が

:

一

-

聞

副

一

国

一

ご

ざ

い

ま

す

・

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
源
的
乏
し
い
主
的
財
政
実
態

一

戸一

14div
-----E画

置

一

市

警

だ

よ

り

第

五
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号

次
に
、
各
会
計
別
の
審
絞
め
一
度
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
一
を
踏
ま
え
、
課
税
部
門
と
収
納
一

a

M

吃

yf
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筒
園
園

一
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

中
で
当
局
か
句
明
ら
か
に
さ
れ
一
来
年
皮
肉
就
学
妓
助
に
関
す
る

一
部
門
と
の
述
け
い
を
省
に
し
て
、
一

・
J

む

そ

lu--'a聞
岨
開
田
園
咽
一
今
年
の
正
月
三
が
日
は
、
お

た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
リ
で
一
見
へ
の
通
知
的
中
に
、
こ
の
て
ら
読
書
解
消
に
努
め
る
一

ア

‘

h
z
J
F
し
一

Epa--F
a
'
E圃
竺
だ
や
か
な
天
候
に
市
ま
れ
、
述

す
。

て」
と
を
明
記
し
周
知
を
し
て
い
一
と
と
も
に
、
課
税
客
体
の
完
全
一

一
戸

〉

a
i
--凶
-ELE
一
圃
圃
成
百
暖
か
い
回
転
き
ま
し
た

O

区
画
霊
童
の
今
後
の

一
き
た
い
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把
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圃
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園
田
院
干
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会
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じ
ま
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皆

住
民
対
応
に
つ
い
て
減
歩
的
一
銀
行
振
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込
み
に
つ
い
て
は
一
し
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な
お
一
息
源
確
保
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努
一
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f
r
J本

一
時
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圃
圏
圃
圃
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桝
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さ
ま
の
お
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会
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よ

問
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で
出
版
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こ
え
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る
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担
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国
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d
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JE
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圃
制
一
大
寒
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ぎ
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暦
の
う
え
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差
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よ
主
主
に
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せ
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と
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